
キャリアアップ助成金

雇用環境の整備を図る助成金
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キャリアアップ助成金

１ 事業の目的

有期雇用労働者、短時間労働者、派遣労働者（以下「有期雇
用労働者等」）といったいわゆる非正規雇用労働者の企業内
のキャリアアップを促進するため、正社員化、処遇改善の取
組を実施した事業主に対して包括的に助成
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２ 事業の概要・スキーム
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キャリアアップ助成金
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障害者正社員化コース
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１ キャリアアップ計画の作成・提出（転換・直接雇用を実施する前日までに提出）

雇用保険適用事業所ごとに「キャリアアップ管理者」を配置するとともに、労働組合等の意見を聴いて
「キャリアアップ計画」を作成し、管轄労働局長の認定を受けます。

２ 就業規則、労働協約その他これに準じるものに転換制度を規定
※ キャリアアップ計画提出前に転換制度を規定していた場合（※１）でも、対象になります。

⇒ ただし、その場合でも「試験等の手続き、対象者の要件、転換実施時期」の規定は必須です。

（※１ 勤務地・職務限定正社員、短時間正社員制度を新たに規定した場合の加算を受ける場合を除く）

【注意】・ 労働基準監督署に改訂後の就業規則を届け出る必要があります。

・ 10人未満の事業所は労働基準監督署への届け出の代わりに、事業主と労働組合等の労働者代表者（事業主
と有期雇用労働者等を含む事業所の全ての労働者の代表）による申立書でも可とします。

３ 転換・直接雇用に際し、就業規則等の転換制度に規定した試験等を実施

４ 正規雇用への転換・直接雇用の実施

・転換後の雇用契約書や労働条件通知書を対象労働者に交付する必要があります。

・また､転換後に適用される就業規則等に規定している労働条件・待遇にする必要があります。

【注意】※転換前６か月間の賃金と転換後６か月間の賃金を比較して３％以上増額している必要があります。

５ 転換後６か月分の賃金を支給・支給申請
⇒ 転換後６か月分の賃金を支給した日の翌日から起算して2か月以内に支給申請してください。
・賃金には時間外手当等も含みます。
・就業規則等の規定により、時間外手当を実績に応じ基本給等とは別に翌月等に支給している場合、6か月分の

時間外手当が支給される日を賃金を支給した日とします。

６ 審査・支給決定

※申請状況により、審査に時間を要する場合があります。

キャリアアップ助成金 正社員化コースの進め方

13



正社員化コース（取組）

就業規則等に転換制度を規定

① 労働者が１０人未満の事業所でも就業規則は必ず作成のうえ、次の(1)または(2)のいずれかを実施

(1) 監督署へ届け出る

(2) 従業員の署名押印及び周知していることの申立書を作成（静岡労働局ホームページに様式あり）

② 就業規則の施行日を記載する

いつから施行か、何条をいつ変更したかが分かるように就業規則の最後のページに記載ください

就業規則について

転換規定の中に 転換の要件 手続き 実施時期 を規定

転 換 規 定

Check！
３０歳未満、勤続３年未満等の年齢制限や勤続年数の
上限設定等により対象者が限定されているとNG！

（規定例）第○条（正規雇用への転換）

勤続○年以上の者で、本人が希望する場合は正規雇用に転換させることがある。

転換時期は、原則毎月１日とする。

人事評価結果としてC以上の評価を得ている者または所属長の推薦がある者に対し、

面接及び筆記試験を実施し、合格した場合について転換することとする。
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キャリアアップ助成金
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キャリアアップ助成金の
ご案内はこちら

年収の壁・支援強化パッケージの
ご案内はこちら
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